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私たちにとって動物は家族の一員やパートナーという存在から、 

心の健康をサポートしてくれる欠かせない存在になりました。 

ますます高齢化が進んでいく今後、さらにその存在は大きなものになっていくことでしょう。 

 

当院ではそんな大切な動物たちの命を守り、 

生活をサポートするため、動物への負担が少ない内視鏡や腹腔鏡を用いた 

先端医療を地域の中核病院として先導していくとともに、 

シニア期の動物たちのサポートや予防医療など身近で 

心に寄り添った治療を提供し続けております。 

 

これら先端医療が、飼い主様と動物にとって真に良いものになるよう 

「インフォームド・コンセント」を大切にし、 

心のこもったわかりやすい説明を心がけて診療に当たるようにしています。 

 

今後は、高齢化する動物と飼い主様の暮らしを最期までサポートできるよう、 

終末医療にも取り組んでく所存です。 

「24時間診療」「24時間看護」は人員の拡充をもってしても 

決して容易なものではありません。 

 

 

しかし、 

「“想い”をもって 常に“安心”を提供する」の理念のもと、 
スタッフ一同の力を結集して、真摯に取り組んでいきます。 

 

 

 

本年度、この日本動物医療センターに新たに6名のスタッフが加わります。 

新しい仲間と共に皆様に安心を提供できるよう日々万進していきます。 

 

 

 

 

 

日本動物医療センター スタッフ一同 

 

 

 



 

・予防できることには何があるの? 

・ウェルネスプログラム 

・TeamHOPE 

【特集1】予防ってなにをどうしたらいいの? 
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予防とは悪い事態が起こらないように前もって防ぐことと定義されます。 

感染症から予め体を守ってあげるのがワクチン接種の本来の意義です。 

ではワクチンを打っていれば安心というわけではありません。 

ワクチンでは防げないようなお病気、それは感染力や毒性の強さ、 

その子の抵抗力や栄養状態によって発症するかどうかが決まります。 

そのため常日頃からおうちで体を触ってあげたり、 

おしっこやうんちの状態をチェックしたり、 

お家でできることもたくさんあります。 

それでもわからないようなことは、病院での定期チェックで、 

防げたはずだったのに…やっておけばよかったのに…がなくなりますように、 

私たちも全力でサポートしていきたいと思っています。 
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予防できることは？ 

☑ 混合ワクチンによる各種感染症 

☑ 年1回のワクチンによる狂犬病 

☑ フィラリア 

☑ 外部寄生虫（ノミ・マダニ） 

☑ 内部寄生虫（回虫など） 

☑ 不妊手術 

【外部寄生虫…ノミ・ダニ】 

ノミやダニが付いてしまうとかゆいだけではなく、 

アレルギーや貧血などを起こす事もあり、 

場合によっては人に感染する病気を媒介する事もあり

ます。                                

ノミは13℃もあれば繁殖することができるので 

出来れば1年中駆除してあげるのが理想的です。 

他のワンちゃん、ネコちゃんにノミを移してしまった

りしないようきちんと予防してあげましょう。 

  

【内部寄生虫】 

ワンちゃん、ネコちゃんにうつる内部寄生虫（おなかの

虫）には、回虫、条虫（サナダムシ）、鉤虫（こうちゅ

う）、鞭虫（べんちゅう）、原虫などがいます。 

いずれも腸管などの臓器に寄生し、宿主が消化した栄養

を吸収して生活します。 

これらの寄生虫が感染すると、様々な消化器病を引き起

こすだけでなく、痩せたり、被毛の脱色などをおこしま

す。 

予防できることにはなにがあるの？ 

【フィラリア】 

蚊によって媒介され、ワンちゃんの場合、心臓に寄生します。 

フィラリアにかかってしまうと死亡しまう事も多く、大変怖い病気です。 

蚊が出始めてから開始し、蚊がいなくなったあと1カ月まで予防が必要です。 

（フィラリア予防と同時にお腹の虫も駆虫できるお薬もあります） 

お薬をあげる前には検査が必要です。 

ネコちゃんもフィラリアに感染してしまうと、 

重大な呼吸器症状が現われ、命にもかかわってくることがあります。 

【特集1】予防ってなにをどうしたらいいの？ 
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【特集1】予防ってなにをどうしたらいいの？ 

【ワンちゃんのワクチンプログラム】 

混合ワクチン：ワンちゃんのかかりやすい病気には死亡

率の高いものもあります。生活環境に合わせ、選びます。

仔犬の頃は生後6週齢ごろから14週齢を越えるまで1ヵ

月毎に1回接種します。 

その後は1年毎に1回接種します。 

 ★犬ジステンパー 

 ★犬パルボウィルス 

 ★犬伝染性肝炎 

 ★犬アデノウィルス 

 ★犬パラインフルエンザ 

 ★犬コロナウィルス 

 ★レプトスピラ症 

狂犬病ワクチン：ワンちゃんにとって狂犬病はかかって

しまったら致死率が100％に近く、非常にこわいお病気

です。人にも感染します。現在日本には狂犬病の発生は

ありませんが、近隣諸国ではいまだ発生の報告があるた

め、日本への万が一の侵入に備えたワクチンによる予防

でしかワンちゃんを守ってあげることはできません。 

年1回の接種（４～6月）（生後3か月以上）、接種済み

の鑑札と注射済票をつけておくことが、法律で義務付け

られています。 

【ネコちゃんのワクチンプログラム】 

ワンちゃんと違ってお外に行かないから感染症にはか

からない...という事はなく、ネコちゃんにとっても

かかってしまっては命に関わるお病気や、非常に伝播

力の強い病気はワクチン接種により防ぐことが出来ま

す。 

特に仔猫の場合、死亡原因の約40%は感染症に起因

していたとの報告もあります。 

お母さんネコから免疫がなくなる頃を目安に（生後8

週齢）最初の投与をし、以降14週齢を超えるまで約

1ヵ月毎に接種します。 

その後は1年ごとに1回接種します。 

 ★猫ウイルス性鼻気管炎 

 ★猫カリシウィルス感染症 

 ★猫汎白血球減少症（猫パルボウィルス）  

 

≪デメリット≫ 

・ 全身麻酔をかける必要がある 

・ 肥満になりやすくなる 

  (これは手術前と比べて必要カロリー数が減ることが 

  主な原因で、フードの量を変えることで 

  予防することができます) 

≪メリット≫ 

・ それぞれの性別に特有の病気の発生率を低く抑える 

  男の子 ：前立腺肥大、精巣腫瘍、肛門周囲腺腫、会陰ヘルニア など 

  女の子 ：乳腺腫瘍、子宮蓄膿症、子宮癌、偽妊娠(想像妊娠) など 

・ 問題行動が改善される 

  男の子：マーキング、攻撃性など 

  女の子： 猫における発情期独特の鳴き声と行動など 

  

【不妊手術】 

 男の子の精巣、女の子の卵巣・子宮を手術により摘出することです。 

 去勢・避妊の手術をすることで問題行動が改善されたり、 

 病気を予防することができます。 

 

★手術の時期の目安：生後６か月以降 

★当院ではワンちゃんの避妊手術を負担の少ない腹腔鏡で行っています。ぜひご相談ください。 
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   詳しくはスタッフまでお尋ねください♪ 

【特集1】予防ってなにをどうしたらいいの？  - ウェルネスプログラム - 

 

5歳齢以上のワンちゃん・ネコちゃん 

 →１年に2回以上の検診をお勧めします 

たくさんの予防があって何をしたらいいのか分からない飼い主様に 

当院ではウェルネスプログラムをご用意しております。 
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【特集1】予防ってなにをどうしたらいいの？ - Team HOPE - 

 

    下記にアクセスして下さい。 

https://www.teamhope.jp/activity/wellness 

皆さまは動物病院を、ペットの具合が悪くなってから訪れる場所だとお思いでありませんか? 

動物病院は治療はもちろんですが、病気への予防をする場所でもあります。 

ペットに症状が出てから動物病院を訪れるのではなく、 

健康な時から動物病院で健康をチェックすることは、 

大切なペットの小さな変化に気づく大きなきっかけとなります。  

 

ペットとその家族が一日でも長く楽しい毎日が続けられるよう 

私達、日本動物医療センターもこの活動に賛同し 

「ペットの健康を保つ、ペットを病気から守る」ことの重要性を発信していきます。 

 

 

「ペットとの大切な時間をいつまでも」 私たち、Team HOPEの全ての病院の願いです。 

 

TeamHOPEとは、 

全国の獣医師が中心となり、動物愛護の精神に基づき立ち上げた啓発プロジェクトです 

ご自宅でも可能な健康チェックをしてみませんか? 

ペットの変化に早く気付くことも予防の一環です。 

https://www.teamhope.jp/activity/wellness


【特集2】知っておきたい病気 

           肥満  

肥満とは  

 

正常な状態に比べて10%以上体重が多く 

体脂肪が過剰に蓄積した状態のことをいい、 

日本での犬・猫の肥満の発生率は20～40％と 

いわれています。 

 肥満になると、体の様々な場所で 

炎症が持続しやすくなり、 

多くの病気を引き起こす原因となります。  

肥満の原因 

  

食餌・活動性・遺伝・性別・年齢・不妊手術が 

肥満の危険因子といわれています。 

日常生活の中では、食事のコントロールと 

運動不足の解消が肥満の解消・予防に大切です。 

一方、体重を維持する仕組みが 

機能しなくなる病気によっても 

肥満になることがあります。  

ネコちゃんワンちゃん大丈夫? 

  ～少しでも長く一緒にいたいから～ 

【特集2】知っておきたい病気 
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泌尿器系疾患   犬は肥満により尿道機能が落ちるといわれていて、 

          またシュウ酸カルシウムという尿道結石ができやすいようです。 

          猫でも尿路系の疾患が増えるといわれています。 

糖尿病      肥満によって代謝が変化することで血糖値のコントロールをする 

          インスリンがうまく働かなくなるため、糖尿病になりやすくなります。  

骨格への影響  体重過多になると、関節や筋肉への負担が大きくなり、 

          骨折、関節炎や靭帯の損傷などが起きやすくなると考えられます。 

          痛みを伴うとさらに運動をしなくなり、肥満の悪循環が起きてしまいます。 

 

肥満による病気 

 

 

  

 

 

呼吸器疾患   肥満と気道抵抗性（呼吸のしにくさ）は関連があるといわれています。 

          とくに、“ハアハア”と呼吸が速い時に呼吸器への負担が強くなり、 

          様々な呼吸器疾患への影響が考えられます。 

  

腫瘍       犬と猫では、肥満が一部の腫瘍形成の危険性を高める可能性が 

                            報告されています。  

脂質代謝異常    猫では肝臓に脂肪が蓄積して機能が低下、 

           犬では高脂血症に関連した疾患にかかりやすくなります。 

消化器疾患       猫では口腔疾患や下痢などの消化管疾患、 

                              犬では膵炎との関連が報告されています。 

皮膚疾患            特に猫で、グルーミングができない箇所での皮膚疾患が増えてしまいます。 

                             また、肥満の動物は暑さにも弱くなり、 

                             麻酔をかけたときの危険性も上昇します。 

それぞれの病気に関しては、獣医師にご相談ください。 
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【特集2】知っておきたい病気 



まずは太らせないように！ 

 

不妊手術後は代謝が約20%落ちるといわれています。 

今までと同じようご飯をあげていると、どんどん体重が増えてしまうおそれがあります。 

不妊手術後に体重増加の傾向がある子は、 

ご飯の量を徐々に減らしていくか(3/4程度まで)、ダイエット用のご飯に変えてみましょう。 

病院から処方する特別なダイエット用のご飯もあります(給与量を見る時は今の体重ではなく、 

理想の体重でみるようにしましょう)  

減量または太らせないようにするには 

  ①食餌管理 

  ②運動            が大事です。 

満腹感を！ 

 

ご飯を消化・吸収するときには一定のエネルギーを使うため、 

１日１回のご飯よりも複数回あげたほうがよいといわれています。 

また、満腹感を与えるためにご飯をふやかして、かさ増しするのも良いでしょう！ 

野菜を足すのもよいですが、低カロリーだからと足しすぎてしまうと 

過剰摂取になってしまうかもしれませんね。  
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【特集2】知っておきたい病気 



ご飯を変えるときは 

 

新しいご飯を今までのご飯に少しずつ混ぜ、7～10日かけて切り替えるようにしましょう。 

一気にご飯を変えると食べなくなってしまう子もいます。 

特に肥満傾向の猫ちゃんがご飯を急に食べなくなってしまうと、 

『肝リピドーシス』という病気になってしまうこともあるので、ご飯の変更はゆっくりと行い、 

食べてくれていることを確認しましょう。  

肥満は万病のもとです！！ 

まずはスタッフに声をかけてください♪ 

一緒にがんばりましょう！ 

ダイエットの壁。。。  

運動してくれない！  

なかなか減らないからあきらめてしまう！  

食事を減らすと機嫌が悪くなったり鳴いたりしてしまう！ 

ご飯を変えると食べてくれない！ ですが、、、  
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現場改善運動とは… 

 

当院の理念である『想いをもって常に安心を提供する』を、 

どうすればもっと発展させることができるか。 

  

それをスタッフ自らが考え、発案し、改善するという一連の活動を、 

継続して行っていく運動の事です。 

  

昨年の７月に始まったこの運動は、10月と１月の院内発表会をもって、 

2014年度の活動をいったん終えましたが、 

その後も院内の各係へと引き継ぎ継続していく予定です。 

  

日本動物医療センターの全スタッフを8グループに分け、 

各チームがテーマを掲げて取り組んだ活動内容を、 

飼い主の皆様にも分かりやすく、１チーム１ページにまとめました。 

  

日々の診療や看護に明け暮れながらも、 

精力的に取り組んだスタッフたちの汗と涙の結晶？（笑）を 

ぜひご覧いただければと思います！ 
 

【特集3】院内活動報告 

 

・現場改善運動 

  アンケートチーム 

  地域貢献活動チーム 

  バリアフリーチーム 

  待合室・診察室改善チーム 

  Smile編集チーム 

  院内美化・素敵空間プロジェクトチーム 

  Streamline 情報共有チーム 

  院内感染対策チーム 
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【特集3】院内活動報告 
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【特集4】  

photo shot☆ 
       第二回 

   ～  春 ～ 

『smile』よりお知らせ 

 photo shot では 

  

飼い主様からのお写真を公募いたします。 

 次回テーマは 『 元気いっぱい！』 

 皆様からのご応募お待ちしております。 

 

 

 

件名に『夏号写真募集係り』 

本文に飼い主様名・ペット名を入力し、 

写真を添付してメールを送信して下さい。 

※公募写真は本誌に掲載のみに使用し、他の目的には使用いたしません 

smile@jamc.co.jp 

smile次号（夏号）表紙となる一枚を選ぶフォトコンテストも兼ねており、 

ご応募いただいた写真の中から、抽選で1枚が選ばれます。 

【表紙の写真】 

高橋 りぼんちゃん♡ 

 おめでとうございます！！ 
お鼻の形がリボン型♡♡ 

本物のモデルさんみたいですね 
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【特集4】photo shot ☆ 

 

 

 

 

   

ドロボ ちゃん♡ 皆さまからのご応募 

誠にありがとうございました♡ 

これからも沢山のご応募 

お待ちしております。 
              smile編集部 

 

しんじくん♪ 

しろうさん♬ 



からのお知らせ  
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料金のご案内 

    【シャンプーコース】 【トリミングコース】    【特別貸切料金】 

短毛    ￥7500～     ￥10500～ 

                          +  ￥1000 

長毛    ￥9500～     ￥12500～ 

 

                                     ※税抜価格表

ねこちゃん専用 

  貸切トリミングDAY  at  cocoe 

【information】 

ワンちゃんの鳴き声がしないから 

        怖くない 
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当院では、毎週木曜日にねこ専門の外来時間・病気相談の時間を設置します 

予約制診察、ねこちゃん専用の待合室を設けるなど、 
 

“ねこちゃんへのストレスを最小限にする” ことを第一に考えました。 

 

飼い主さんだけの来院相談も可能です。 
 

 

長年ねこちゃんを飼われている方はもちろん、初めて飼うという方も 

どうぞお気軽にお尋ね下さい。 

場所：当院併設トリミングサロンcocoeにて 

    ご希望の方は事前にお電話にてご連絡下さい 

ねこちゃんの健康診断のおすすめ 

ねこちゃんの外来・相談とともに、健康診断を行うことができます。 

またねこちゃんは体調が悪くてもなかなか訴えてくれず、 

病気の発見が遅くなりがちです。 

健康で生き生きとした暮らしを送るために、ご自宅のねこちゃんの健康状態を把握し 

一緒に対策を考えていきませんか？ 

     ねこ健康診断 
 

問診、尿検査、血液検査、レントゲン、超音波検査など 
 

ねこちゃん 

 貸切外来はじめます！ 

ねこ 貸し切り外来・相談室 

毎週木曜日 （予約制） 

  （第一木曜日は除きます） 

※第一木曜日：にゃんダフルdayとなります 

    （猫ちゃんの為だけのトリミングの日） 

【information】 



Profile 

2007年5月4日 日本動物医療センター入社 

バーニーズマウンテンドッグ 

女の子♀ 

血液型      ：DEA1.1(+) 

好きなもの：にんげん 

嫌いなこと：無視されること 

大好物      ：にんげん 

特技         ：お尻で挨拶 

相方         ：ダル男（ダルメシアン♂） 

            2008年5月14日コンビ結成 

『ばにっちょの闘病日記』vol.2 

『ばにっちょの闘病日記』 

『ばにっちょの闘病日記』vol.3 

『ばにっちょの闘病日記』 

2014年秋号で紹介しました当院の 

バーニーズマウンテンドック 

『ばにっちょ』。 

 

左肘の悪性腫瘍をとるために、断脚手術という決断をしました。 

昨年夏、無事手術を終え、手術から半年たった現在も 

3本足でも活発に器用に 

元気に過ごしています！ 

月一回の血液検査やレントゲン検査、超音波検査においても異常は見つかっておらず、再発もおこっていません。 
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かぷっ 

Happy Birthday!!! 

今年でばにっちょ、8歳を迎えました。 

今年は病気も乗り越え、無事に元気にしていることもあり、 

1か月先の相方のダル男君と合同で誕生日のお祝いをしてもらいました！ 



information 

献血の募集 
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【スタッフ紹介】 

わんちゃん、ねこちゃんも輸血が必要なことがあります。 

しかし人のように献血システムが確立されておらず、 

必要な血液の確保が困難な状況です。 

そこで当院では輸血プロジェクトを立ち上げました！ 

ご協力頂けるわんちゃん、ねこちゃんを募集しています。 

詳細な献血の条件、当日の流れなど詳細に関しましては、チラシやHP、 

またはスタッフまでお気軽にお問い合わせください。 

献血してくれる子募集中！ 

【院内でのマナー】 

人も動物も気持ちよく過ごすために 

＊オフリードはご遠慮ください＊ 

 当院には５種類の動物たちが来院するほ

か、中には他の子が苦手な子もいらっしゃ

います。お待たせしてしまう事が多々あり

ますが、トラブルを未然に防ぐために、ご

協力をお願い致します。 

＊携帯電話はマナーモードに＊ 

 音に敏感な子もいらっしゃいます。びっ

くりさせてしまう事のないよう、音の出な

いような設定をお願い致します。また入院

の子にご面会される際は、電源をお切りく

ださるようにお願い致します。 

＊ねこの専用外来はじめます＊ 

ウサギ外来に続き、ねこちゃん専用外来 

（健康診断・相談）を始めます！ 

毎週木曜日（第一木曜日を除く）に、 

併設のトリミングサロンを使い 

その子だけの貸し切り外来（時間制） 

を行います。 

完全予約制となります。 

お気軽にお問い合わせください。 

  

2.実際に働きだしてどうですか？（センターの印象も） 

 明るいスタッフしかいないので毎日が楽しい職場です(笑) 

   まだまだ自分の未熟さにぶち当たる場面ばかりですが・・・ 

   その子の為になにをしてあげられるか最大限考え、 

   少しでも不安をやわらげてあげたいです。 

3.休みの日はなにしてる？ 

 ダラダラもあり！飲んだくれるもあり！笑 

   のんびり過ごすのも良いですが、外に出て体を動かすのが一番ですね！ 

【待合室のご案内】 

 

こんな子を募集しています！ 

＊健康なわんちゃん (満１～７歳) 

 健康でお部屋飼いのねこちゃん 

          (満１～８歳) 

＊交配経験のない男の子 

 妊娠、出産歴が無く、 

  現在妊娠中でない女の子 

＊定期的に必要な予防を受けている子 

うちの子紹介♪ ちろるちゃん 
ペレットよりもおやつが大好きな男の子です。 

3月に歯切りの手術も頑張りました！ 

去年の学校訪問にはうさぎ代表という 

大役を受け小学校デビュー！ 

遊んでくれた皆さん、ありがとうございます。 

1.動物看護師になった理由は？  

 きっかけは動物好きな祖父の影響からです。人も動物も好きなので、 

   どちらとも深く関わり双方の架け橋となれるような職種を考え、 

   たどり着いたのがここでした！ 

相澤 菜野  - Nano   Aizawa - 

＊緊張しがちな 

     ねこさん、ウサギさんへ＊ 

待合室でお使いいただけるように 

キャリーカバーをご用意いたしました。 

ご希望の方は、受付までお申し付け下さい。 

 



Tel 03-3378-3366 

ご予約はお電話、HPもしくは 

直接スタッフまでお問い合わせください 

院内セミナー 

     スケジュール 

【パピークラス】 
毎週火曜日（祝日除く） 12：30～ 
予約制 教室参加費500円 

 

【しつけ教室】 
毎週月曜日（祝日除く）12：30～ 
予約制 教室参加費500円 

 

【はみがき教室】 
第2・4木曜日12：30～  

                 第3土曜日18：30～ 
予約制 教室参加費500円 

 

院内セミナー 
 

テーマ  

『たかが、ごはん。されど、ごはん』 
         予約制（先着5組） 

 

4/11（土）【ダイエットを本気で考える！】 
        19：00～ 

 

5/2  （土）【高齢犬のごはん】 
        19：00～ 

 

2/28 （土）【より良いごはんを選ぶためには】 
        19：00～ 

 

6/13 （土）【ねこの慢性腎臓病ごはん】 

      19：00～ 
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【information】 



http://www.jamc.co.jp 

無麻酔スケーリング 

当院では、常に獣医師と看護師が常勤しており、夜間の緊急時の診療も対応して

います。また、必要に応じで緊急手術や手術後の入院の受け入れも行っています。 

来院時に迅速な対応ができるよう、お電話で症状をお知らせください。 

お問い合わせが集中しているときなど電話がつながりにくい場合があります。 

お手数ですが、しばらくたってからおかけ直しください。 

昼間より少ない人数体制で診療にあたっておりますのでお待たせしてしまうこと

があります。看護師がまずご様子をみさせていただき緊急の場合はお預かり、迅

速な対応をさせていただきます。 

夜間など時間外診療においては、別途料金をいただいております。 


